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大 空 町 検 索

●現行水道料金の6.25％引き上げ な　　ど

委員会レポート
常任委員会行政視察報告

「町民の声」丹羽 早苗さ　　んより

４名の議員が登壇

平成27年（2015年）２月13日発行 35号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成26年12月 定例会

１月11日 スケートチャレンジ教室（女満別小学校）

特集

・認知症高齢者の失踪対策は
・まち・ひと・しごと創生法にどう対処するか
 ほか２件

・本町における防災全般を問う ほか２件

・小中一貫校の創設の考えは ほか１件
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まちの福祉・産業充実に向け、 補正予算を議決

　平成26年12月16日から19日
まで開会された12月定例会にお
いて、まちの福祉や産業の充実に
向けて重要な事業に対し補正予算
が議決されたので、その中で主な
４つの事業等の概要をお知らせい
たします。

「冬
とう
期
き
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事業」の概要「女満別空港テナント入居」の概要

「外
がい
出
しゅつ
支
し
援
えん
タクシー試験運行事業」「農

のう
業
ぎょう
研
けん
修
しゅう
生
せい
等
とう
受
うけ
入
いれ
施
し
設
せつ
（仮称）整備」の概要

　冬期間の生活に欠かすことのできない暖房用灯
油の価格が高騰している状況から、高齢者世帯等
に対し、冬期における採暖費用の支援を行い、そ
の経済的負担の軽減と福祉の増進を図ることを目
的としている。

対象世帯
　平成26年12月１日現在、大空町に住所登録して
いて、平成26年度の町民税が非課税世帯であり、
次のいずれかに該当する世帯（福祉施設入所者、
生活保護受給世帯は除く）
　⑴　高齢者世帯・・・65歳以上の方（H27.3.31
までに65歳に達する方を含む）で構成する世
帯

　⑵　障がい者世帯・・・①身体障がい１級及び
２級、または３級の内部障がいの方が属する

目　　的
　女満別空港ビルテナントで大空町枠として営業
されていた「女満別観光物産」が撤退した。町と
してはテナントがなくなることはさまざまな影響
があるため、オール大空町の物産販売・観光情報
発信のアンテナショップ的なテナント展開が必要
である。そこでテナントの実質的な運営は「めま
んべつ産業開発公社（アンテナショップほのか）」
が行い、町が財政的な支援をすることとなった。

大空町物産振興協議会（仮称）
　テナントの運営主体である「めまんべつ産業開
発公社」に対し、物産販売に係る方向性の協議や
助言を行う。構成を予定している団体は、商工会、
ＪＡ、観光協会などである。

経　　過

　市街地から遠方に住まれていて、移動手段が乏
しい高齢者や障がいをお持ちの方がタクシーを利
用する場合の負担を軽減するため、町内のタクシ
ー会社のタクシーを利用する場合、運賃（限度：5,
000円）のうち初乗り運賃を超える分を町が負担
するという、「外出支援タクシー」の導入の可能
性を検証することを目的としている。
【試験運行期間：平成27年２月１日から６月30日
まで】

利用対象者
　大空町に住所登録があり、①昭和16年４月１日
以前にお生まれの方、②身体障がい１級及び２級、
または３級の内部障がいの方、③知的障がいＡ判
定の方、④精神障がい１級の方、のいずれかに該
当する方

目的・内容
　農業従事者の高齢化や担い手不足などにより農
家戸数が減少している中、特に酪農家の人手不足
が深刻であり、町外からの研修生等に頼らざるを
得ない状況で、受け入れるためのシステム構築が
急務である。東藻琴地区ではこれらの施設が未整
備であるため、町が「農業研修生等受入施設」を
整備するもの。

整備予定地
　山園ふるさとセンター広場

（町有地　旧山園小学校グラウンド）

●調査設計費（実施設計、地盤調査含む）
700万円

以後、外構工事、建設工事等予定

施設整備の目的

概算の事業費

世帯、②知的障がいＡ判定の方が属する世帯、
③精神障がい１級の方が属する世帯

　⑶　ひとり親世帯・・・満20歳に達する日以後
の最初の３月31日までの方と、その方を扶養
する母子及び父子並びに寡婦福祉法第６条に
規定する配偶者のない方の世帯

支給内容・申請受付
●１世帯当たり、10,000円に相当する大空町商工
会が発行する商品
券を交付
●受付は平成27年
３月31日までに役
場・総合支所にて、
また受領のため印
鑑を持参

●ソフトクリームフリーザー購入費 378万円
●ＰＯＳシステム導入費 162万円
（＝商品在庫管理及び地方発送オンラインシステム）
●テナント料（２か月分） 54万円     

今年度町が支援をするもの

●事前に利用者登録を役場・総合支所にて行い、
登録後、利用券４枚（町民税または町民税所得割
が非課税の世帯は８枚）を交付

利用可能区間
●市街地が到着地（行き）または出発地（帰り）
となる場合のみ、利用可能
※市街地・・・
＜女満別地区＞
　元町、日の出
町、錦町、栄町
＜東藻琴地区＞
東区、西区、南
区、中央区、北
１区、北２区

利用方法

（補正予算額：529
万円）

（補正予算額：594
万円）

（補正予算額：189
万円）

（補正予算額：700
万円）

商品券の交付に変わります現在空きテナントとなっている女満別空港内のようす 

町内のタクシー会社のタクシー
を利用する場合の負担を軽減

整備予定地の、
山園ふるさとセ
ンター広場

女満別地区の研
修生等受入施設
である、「新規就
農者技術習得管
理施設」
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こ
と
だ
が
、
ど
の
ぐ
ら
い
向

上
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
町
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
１
・
71
人
で
、

全
国
的
に
も
高
い
数
値
で
あ

る
。
当
初
25
件
を
見
込
ん
で

い
た
が
５
件
分
増
額
し
て
い

る
。

東
藻
琴
の
水
源
は

　
　
　
　
　
東
藻
琴
の
水
源

に
つ
い
て
、
今
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
東
藻
琴
の
４
水

源
を
調
査
し
て
お
り
、
現
状

福
祉
課
長

後
藤
議
員

建
設
課
長

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をご覧ください。また、議
会ホームページにある「会議録」及びユーストリームの「録画データ」もご覧ください。
※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳細は、両地区図書館にある「会議録」をご覧ください。また、議

平成26年12月 定例会（12/16～19開催）で決定した
主な内容をお知らせします。
（条例、補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

条　
　
例

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
」
の
施
行
に
伴
う
条
例
の

改
正

　
平
成
27
年
４
月
に
施
行
予

定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
」
に
伴
い
、
関
係
条

例
の
整
備
や
、
新
た
に
、「
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
」
「
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」
を
定
め
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上

げ
　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
伴

い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
総
額
42
万
円
は
変
わ
ら
な

い
が
、基
本
額
が「
39
万
円
」

か
ら
「
40
万
４
千
円
」
に
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
。
施
行

日
の
平
成
27
年
１
月
１
日
以

後
に
出
産
し
た
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
に
対
し
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

現
行
水
道
料
金
の
６
・
25
％

の
引
き
上
げ

　
今
後
予
定
さ
れ
る
施
設
整

備
や
、
法
律
改
正
に
よ
る
企

業
会
計
へ
の
移
行
も
考
慮
し
、

町
給
排
水
事
業
経
営
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
水
道
料
金

の
６
・
25
％
を
引
き
上
げ
、

女
満
別
地
区
に
あ
る
用
途
別

料
金
体
系
を
廃
止
し「
一
般
」

の
み
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

冬
期
生
活
支
援
事
業
や
農
業

農
村
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
な
ど
、
一
般
会
計
８
３
１

３
万
円
を
増
額

　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
の
試

験
運
行
委
託
料
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
料
、
な
ど
の
経
費
を
増

額
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

冬
期
生
活
支
援
事
業

５
２
９
万
円

　
　
　
　
　
常
に
灯
油
高
と

い
う
時
代
に
な
り
、
福
祉
灯

油
事
業
と
い
う
形
で
や
っ
て

い
た
が
、
内
容
と
し
て
変
わ

っ
た
の
は
、
灯
油
券
が
商
品

券
に
な
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
今
回
、
灯
油
暖

房
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
北
電
の
電
気

料
値
上
げ
に
伴
い
、
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
灯

油
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
観

点
で
、
「
冬
期
生
活
支
援
」

と
名
前
を
変
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
北
海
道
の
あ
る

町
で
は
全
て
の
住
民
に
冬
期

支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
そ
う
だ
が
、
全
て
が
対

象
と
な
れ
ば
不
公
平
感
が
な

く
な
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
影
響
が
一
番
深

刻
な
の
は
ど
こ
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
等
、

障
が
い
者
の
方
々
、
ひ
と
り

親
の
方
々
が
影
響
が
あ
る
と

品
田
議
員

福
祉
課
長

品
田
議
員

福
祉
課
長

倉
１
戸
、
新
富
１
戸
で
、
９

戸
の
酪
農
家
が
計
25
名
を
受

け
い
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特

に
期
限
を
設
け
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
危
惧
す
る
の
は
、

今
回
６
棟
と
い
う
こ
と
で
、

限
定
さ
れ
た
農
家
に
集
中
し

て
し
ま
う
懸
念
は
な
い
の
か
。

各
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
も
っ
て

公
平
性
が
保
た
れ
る
の
か
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
町
で
建
設

す
る
に
あ
た
り
、
数
件
の
農

家
で
独
占
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
管
理
運
営
を
委
託

予
定
の
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網

走
と
十
分
協
議
を
し
て
公
平

性
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
た

い
。

　
　
　
　
　
こ
の
事
業
、
東

藻
琴
全
体
で
進
め
る
こ
と
を

考
え
た
時
、
山
園
地
区
以
外

で
の
受
入
体
制
も
同
時
に
進

め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
山
園

地
区
に
建
設
さ
せ
て
い
た
だ

く
が
、
他
の
地
区
の
酪
農
家

も
利
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
し
て
い
く
。

出
産
育
児
一
時
金

2
1
0
万
円

　
　
　
　
　
出
生
率
が
向
上

し
て
い
る
旨
の
補
正
と
い
う

松
田
議
員

産
業
建
設
課
長

松
田
議
員

産
業
建
設
課
長

小
島
議
員

 補正予算の主な内容

会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 8313万円 80億7349万円

国民健康保険事業特別会計 330万円 11億3231万円

簡易水道事業特別会計 57万円 4億194万円

下水道事業特別会計 37万円 4億1182万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】
　　冬期生活支援事業 529万円
　　外出支援タクシー試験運行事業 189万円
　　子ども・子育て支援事業 427万円
　　農業研修生等受入施設整備事業 700万円
　　農業農村多面的機能支払交付金事業 3132万円
　　除雪サービス事業助成金 20万円
　　その他事業 3316万円

　【歳　入】
　　財政調整基金繰入金 6415万円
　　農業研修生等受入施設整備事業債 660万円
　　その他事業 1238万円

指
定
管
理
者
の
指
定

い
う
こ
と
で
、
支
援
の
対
象

を
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
試
験
運

行
事
業　
１
８
９
万
円

　
　
　
　
　
従
来
の
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
」
と
の
関
係
は
。

　
　
　
　
　
「
福
祉
タ
ク
シ

ー
」
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
残

し
、
試
験
運
行
期
間
中
に
限

り
、
両
事
業
併
用
で
使
え
る

と
い
う
こ
と
で
現
在
進
め
て

い
る
。
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

も
来
年
度
以
降
続
け
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
両
事
業
の
券
を

使
え
ば
無
料
と
い
う
理
解
で

よ
い
か
。

　
　
　
　
　
す
で
に
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
」
の
券
を
配
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
期
間
に
つ

い
て
は
併
用
を
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
判
断
で
あ
る
。

農
業
研
修
生
等
受
入
施
設
整

備
事
業　
７
０
０
万
円

　
　
　
　
　
山
園
地
区
に
設

計
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
実

習
生
、
研
修
生
と
い
う
の
は
、

何
件
の
方
が
受
け
入
れ
て
い

る
の
か
。
山
園
地
区
以
外
の

方
も
含
め
て
教
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
実
習
生
等
、
期
限
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
園
４
戸
、

末
広
２
戸
、
上
東
１
戸
、
西

品
田
議
員

福
祉
課
長

品
田
議
員

福
祉
課
長

松
田
議
員

産
業
建
設
課
長

管理施設の名称等 指定管理者 指定管理期間

女満別伝承館
社会福祉法人
　大空町社会福祉協議会
　会　長　鈴　木　武　昭

平成27年4月1日から
平成30年3月31日まで

東藻琴診療所
医療法人
　双心会
　理事長　服　部　怜　美

平成27年4月1日から
平成32年3月31日まで

女満別
　地域振興会館

大空町商工会
　会　長　鈴　木　康　悦

平成27年4月1日から
平成30年3月31日まで

☆水道料金改正住民説明会の状況
（平成26年11月17日～ 12月１日）

●女満別地区７会場　参加者計１１２名

●東藻琴地区９会場　参加者計　５５名

で
水
量
が
足
り
な
い
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
山
園
・
末
広
地

区
で
新
し
い
水
源
を
開
発
す

る
た
め
現
地
を
調
査
し
て
い

る
。
概
ね
２
箇
所
の
水
源
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
水
量
が

あ
る
か
、
飲
み
水
と
し
て
適

正
か
、
現
在
調
査
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
助
成
金

20
万
円

　
　
　
　
　
実
際
に
民
間
の

事
業
所
に
何
件
ぐ
ら
い
委
託

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ

上
地
議
員

の
予
算
額
で
足
り
る
の
か
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
除
雪
に
対
し
民

間
事
業
者
を
利
用
し
た
場
合
、

１
人
１
万
円
を
支
給
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
当
初
30

件
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

た
に
希
望
し
た
い
と
い
う
方

が
数
名
相
談
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
20
件
分
追

加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
積

算
上
は
20
件
で
済
む
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
大
切
な
事
業
で

福
祉
課
長

上
地
議
員

あ
り
、
民
間
の
活
力
を
使
っ

て
拡
大
な
り
迅
速
に
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
生
活
弱
者
と
言

わ
れ
る
方
々
に
幅
広
い
支
援

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

こ
れ
に
代
わ
る
人
材
派
遣
と

い
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
周

知
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

女
満
別
中
央
病
院
周
辺
の
土

地
等
の
無
償
貸
付
け

　
女
満
別
中
央
病
院
の
医
療

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
病
院
の
土
地
等
を
無
償

で
貸
付
け
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
10
年

間
の
賃
借
期
間
と
な
り
ま
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
土
地
に
関
し
て

は
順
次
買
い
上
げ
を
す
る
と

い
う
約
束
が
あ
っ
た
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　
現
在
も
双
心
会

に
対
し
て
継
続
的
に
お
話
を

持
ち
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
経
営
上
の
こ
と
や
、

昨
今
の
医
療
制
度
の
改
革
の

中
で
、
な
か
な
か
先
を
想
定

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
引
き

続
き
無
償
買
付
け
と
さ
せ
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ

福
祉
課
長

そ  

の  

他

小
島
議
員

福
祉
課
長

た
こ
と
か
ら
、
今
回
に
つ
い

て
も
無
償
貸
付
け
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
貸
付
け
を
す
る

有
限
会
社
メ
デ
ィ
カ
と
は
１

小
島
議
員

回
も
協
議
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
有
限
会
社
メ
デ

ィ
カ
の
担
当
者
と
も
協
議
を

し
て
、
今
回
の
判
断
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
祉
課
長
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平成26年１1月臨時会（11/27開催）で決定した
主な内容をお知らせします。
（条例、補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

 補正予算の主な内容

会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 1934万円 79億9036万円

介護サービス事業勘定特別会計 9万円 792万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 45万円 4億137万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 23万円 4億1145万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】　
　　簡易水道事業特別会計繰出金 △260万円
　　下水道事業特別会計繰出金 △634万円
　　町営住宅火災復旧工事 1024万円
　　職員給与費 1511万円
　　その他事業 293万円

　【歳　　入】
　　財政調整基金繰入金 1268万円
　　建物災害共済金 666万円

条　
　
例

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
〜
特
別
職
及
び
町
職
員
、

議
会
議
員

　
昨
年
８
月
に
、
民
間
給
与

と
公
務
員
と
の
比
較
に
よ
り

生
じ
て
い
る
格
差
を
是
正
す

る
た
め
に
人
事
院
勧
告
が
行

わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
特
別

職
及
び
町
職
員
、
議
会
議
員

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
０

・
15
月
分
引
上
げ
を
行
い
、

関
係
す
る
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
、
給
与
制
度
の
総
合

的
な
見
直
し
に
関
し
、
民
間

賃
金
が
低
い
地
域
の
実
情
を

反
映
し
、
給
料
表
の
平
均
２

％
引
下
げ
を
行
う
内
容
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算

職
員
給
与
費
な
ど
、
一
般
会

計
１
９
３
４
万
円
を
増
額

　
前
述
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
に
よ
り
、
一

般
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
「
職
員
給

与
」
を
増
額
し
ま
し
た
。

★12月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採　択 議員配布対応 継続審査

１ 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書採択を求める
陳情書 ○

２ 所得税法第56条の廃止を求める意見書採択についての陳情書 ○
3 北海道における日本脳炎ワクチンの定期予防接種化に関する要望 ○
4 「必要な介護サービスを受けられるよう求める意見書」採択を求める

陳情書 ○

5 「安全・安心の医療・介護の実現、医療・介護従事者の大幅増員と
処遇改善を求める意見書」の採択を求める陳情書 ○

6 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関
する意見書 ○

7 平成27年度畜産物価格決定に関する要望意見書 ○
8 特養等施設整備に関する要望書 ○

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

８
件
の
う
ち
６
件
を
採
択
、

２
件
を
議
員
配
布
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

（一般質問4人）（一般質問4人）（一般質問4人）

町政を問う！ 平成26年第４回定例会
では、４人の議員から町
の施策などに関する一
般質問が行われました。
※ 質問、答弁の内容は、要約し
て掲載しています。詳細は
両地区図書館で閲覧できる
会議録をご覧ください。

①認知症高齢者の
　　　　　　失踪対策は

上地　史隆　議員

町
独
自
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

シ
ス
テ
ム
化
に
取
り
組
む

答
認
知
症
高
齢
者
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
町
の
実
現
が
課
題
で
は

問上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
、
今
後
も
認
知

症
の
高
齢
者
は
増
え
続
け

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
町
で
、
認
知
症
高

齢
者
に
限
ら
ず
障
が
い
な

ど
に
よ
り
行
方
不
明
に
な

り
、
ご
家
族
や
警
察
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の

か
。
ま
た
、
失
踪
や
行
方

不
明
者
に
対
す
る
防
止
策

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
ご
家
族
が

警
察
に
行
方
不
明
の
届
出

を
さ
れ
た
場
合
、
警
察
か

ら
町
へ
捜
索
の
協
力
依
頼

が
あ
る
。
職
員
や
消
防
職

員
を
招
集
し
、
警
察
か
ら

行
方
不
明
者
の
情
報
提
供

を
受
け
、
想
定
さ
れ
る
地

域
へ
の
捜
索
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
止

策
で
あ
る
が
、
認
知
症
高

齢
者
の
場
合
は
捜
索
が
非

常
に
困
難
に
な
り
、
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
認

知
症
に
な
ら
な
い
た
め
、

認
知
症
の
方
を
増
加
さ
せ

な
い
た
め
の
対
策
と
い
う

も
の
が
必
要
と
考
え
る
。

具
体
的
に
は
、
集
団
脳
機

能
検
査
の
実
施
や
脳
刺
激

訓
練
教
室
、
介
護
予
防
技

能
講
習
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
行
方
不
明

と
な
っ
た
場
合
の
捜
索
及

び
対
応
策
と
し
て
、
関
係

機
関
が
連
携
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
そ
う
い
う
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

を
携
帯
し
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際

に
自
治
体
に
よ
っ
て
は
購

入
費
の
一
部
助
成
と
か
、

貸
し
出
し
と
か
も
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　

助
成
に
つ
い

て
は
今
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
先
進
地
で
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
う
い
う
情
報
も
収
集
し

て
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
10
月
か
ら
始

ま
っ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
捜
索
の

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

特
徴
な
ど
を
配
信
す
る
と

い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
の
了

解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、

行
方
不
明
と
な
ら
れ
た
方

の
特
徴
、
状
況
な
ど
を
メ

ー
ル
に
入
れ
、
登
録
さ
れ

て
い
る
方
々
か
ら
情
報
を

募
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
だ
ま
だ
登
録
が
進
ん
で

い
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
機
会
に
よ
り
多
く
の
方

に
登
録
を
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
議
員
が
言
及
し
た
、

警
察
と
行
政
を
結
ぶ
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

仕
組
み
だ
が
、
十
分
な
活

用
に
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
メ
ー
ル
配
信
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
、
そ

の
事
業
協
力
団
体
と
の
協

力
関
係
の
中
で
、
見
守
り

や
安
否
確
認
の
機
会
を
し

っ
か
り
と
確
保
し
、
不
明

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
広
域
な

情
報
共
有
を
図
っ
た
り
、

さ
ら
に
保
護
す
る
方
法
に

つ
い
て
も
共
通
の
理
解
に

基
づ
き
取
り
組
む
と
い
う

よ
う
な
、
町
独
自
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ス

テ
ム
化
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【網走地域
　ＳＯＳネットワーク】

　認知症になると家を出て自分
がどこにいるのかわからなくなることがある
ので、このような高齢者等をすみやかに発見
し保護するシステム
●利用の仕方
　高齢者等の行方がわからなくなった場合、
次の連絡先へ電話連絡する。
・網走警察署生活安全課（0152-43-0110）
・斜里警察署生活安全課（0152-23-0110）
・または近くの交番、駐在へ
●連絡票
　連絡の際は、①届出者、②探してほしい方
（氏名、生年月日、かかりつけ医など）、③
不明になった年月日、④天候、⑤場所、⑥状況、
⑦体格や人相などの特徴、などを伝える。

一口メモ
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回
収
量
は
多
く
な
い
と
感
じ
る
が
、

今
後
も
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
く

答
小
型
家
電
の
回
収
の
成
果
及
び

啓
蒙
は

問

取
り
組
ん
で
い
る
課
題
を
整
理
し
、地
方
創
生

関
連
枠
と
し
て
町
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
い

答
地
方
創
生
法
に
町
と
し
て

　
　
　
　
　
　
ど
う
対
処
す
る
の
か

問

①まち・ひと・しごと創生法に
　どう対処するか

品田　好博　議員

一口メモ 【まち・ひと・しごと
　　　　　　創生の展望】

魅力あふれる地方を創生

若い世代の
就労・結婚・子育
ての希望の実現

※まち・ひと・しごと創生本部HPより抜粋

　「しごと」と「ひと」の好循環を実現するための、
　４つの目標
①地方における安定的な雇用を創出
②地方への新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守
　るとともに、地域と地域を連携する。

「東京一極
集中」の歯
止め

地域の特性に
即した地域課
題の解決

②小型家電の回収の成果はどうか
③健康増進トレーニングルームの
　事業実績は

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
は
自
治

体
に
対
し
、
今
後
５
年
間

の
人
口
減
対
策
の
工
程
表

と
な
る
総
合
戦
略
の
策
定

を
求
め
て
い
る
が
、
町
に

お
い
て
の
対
処
の
あ
り
方

と
い
う
観
点
か
ら
お
聞
き

し
た
い
。

し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
国
は
５
カ
年

計
画
の
総
合
戦
略
の
中
で
、

少
子
化
対
策
、
企
業
支
援

な
ど
の
対
策
、
新
た
な
交

付
金
制
度
を
導
入
し
て
推

進
す
る
と
し
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
、
取
り
組

ん
で
い
る
課
題
等
を
分
析

・
整
理
を
し
、
必
要
な
対

策
を
実
施
検
討
し
て
い
き

た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

今
後
取
り
組
む
事
業
と
し

て
、
宅
地
分
譲
、
子
育
て

世
代
の
新
た
な
定
住
支
援

策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
予
算
編
成
の
中
で
、

地
方
創
生
枠
と
し
て
別
建

て
で
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
の
地
方
創

生
法
の
取
り
組
み
が
、
地

域
自
治
体
と
し
て
人
口
減

対
策
の
呼
び
水
に
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

法
律
は
絵
空
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
人
口
目
標

を
立
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
持
続
可
能
な

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る

と
き
、
今
ま
で
は
人
口
を

ふ
や
す
と
い
う
そ
の
分
野

に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
と

総
合
戦
略
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

ん
で
い
き
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　

町
が
な
ぜ

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

に
参
入
し
て
い
な
い
の
か
。

町
に
定
住
す
る
か
も
し
れ

な
い
、
新
し
い
事
業
を
起

こ
す
か
も
し
れ
な
い
、
結

婚
す
る
か
も
し
れ
な
い
、

そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る

人
に
係
る
経
費
を
、
国
が

す
べ
て
面
倒
を
み
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。総
合
計
画

に
入
れ
て
や
る
べ
き
で
は
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
北
海
道
で
は

1
7
9
自
治
体
の
う
ち
58

の
自
治
体
で
1
6
8
人
の

隊
員
が
活
動
し
て
お
り
、

管
内
で
は
、
津
別
町
、
清

里
町
、
滝
上
町
、
西
興
部

村
が
利
用
し
て
い
る
。
今

回
の
地
方
創
生
法
案
の
考

え
方
は
、
都
会
か
ら
地
方

へ
人
を
移
す
と
い
う
こ
と

を
大
き
な
目
標
と
し
て
い

る
部
分
も
あ
り
、
町
と
し

て
も
有
効
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
が
成
立
し
た

が
、
対
応
す
る
形
で
戦
略

を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

を
練
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
地
域
の
中
小

企
業
の
方
に
対
し
、
き
め

細
か
な
対
策
が
行
き
届
い

た
も
の
と
な
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
情
報
収
集
を
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

【地域おこし協力隊】

対　象
●地域おこし協力隊
　①地方自治体から委嘱を受け、地域協力活動に従事する者
　②活動期間はおおむね１年以上３年以下　ほか
●地域協力活動の例
　〇住民の生活支援（見守りサービス、通院・買物等の移動サ
ポート等）　〇地域おこしの支援（地域行事、地場産品の販売、
都市との交流事業）　ほか
財源措置（特別交付税）
●手当額・対象経費
　協力隊に係る経費を地方自治体が負担した場合、協力隊員１
人あたり400万円（報償費200万円、その他経費200万円）、
募集に係る経費を自治体１団体あたり200万円を上限に措置

一口メモ

幅
広
い
年
代
の
方
に
利
用
い
た
だ
き
、

健
康
増
進
に
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

答
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
成
果
は

ど
う
か

問

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
の

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
小
型

家
電
の
無
料
回
収
の
現
況
、

ま
た
、
回
収
に
際
し
て
の

啓
蒙
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

啓
蒙
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
役
場
庁
舎
と

総
合
支
所
に
専
用
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
他
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
等
へ
の
直
接
搬

入
も
可
と
し
て
い
る
。
回

収
実
績
と
し
て
は
、
平
成

24
年
度
は
５
・
７
ト
ン
、

平
成
25
年
度
は
６
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。
周
知
方
法

は
町
広
報
誌
、
生
活
安
心

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ご
み
資

源
物
の
し
お
り
に
掲
載
を

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
は
回
収
箱
が

な
く
、
土
日
に
回
収
箱
を

置
く
と
か
、
不
法
投
棄
に

な
ら
な
い
よ
う
啓
蒙
す
る

の
は
大
事
だ
と
思
う
が
。

の
は
大
事
だ
と
思
う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
土
日
で
も
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
搬
入
が

可
能
で
あ
る
が
、そ
う
い
う

部
分
も
含
め
て
、
周
知
徹

底
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
を

目
的
と
し
た
両
地
区
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
つ

い
て
、
そ
の
事
業
成
果
と

現
況
と
課
題
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

聞
き
し
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
女
満
別
地
区

で
は
年
間
1
5
0
0
人
程

度
、
東
藻
琴
地
区
で
は
開

設
し
て
約
1
0
0
0
人
の

利
用
が
あ
り
、
幅
広
い
年

代
の
方
々
に
利
用
い
た
だ

き
、
基
礎
体
力
の
向
上
や

冬
場
の
運
動
不
足
の
解
消
、

健
康
増
進
に
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
課
題
と
し

て
は
、
使
用
頻
度
の
高
い

機
材
は
傷
み
が
ひ
ど
く
修

理
を
行
う
が
、
ま
た
、
女

満
別
地
区
で
は
更
衣
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、
早
急
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ワ
ー
が

な
い
、
風
呂
場
が
な
い
、

な
ど
、
使
い
手
の
ニ
ー
ズ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

ほ
し
い
が
。

ほ
し
い
が
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
安
全
面
に
配

慮
し
、
よ
り
良
い
快
適
な

活
用
と
な
る
よ
う
、
十
分

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

トレーニングルームのようす
（上：女満別地区、下：東
藻琴地区）

議会だよりへの
ご意見・ご要望を
募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内

大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやす
く、親しみやすい広報誌を目指して、常に検討
しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をどんどんお寄せ下
さい。お待ちしています。
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平
成
27
年
度
か
ら
特
典
を
設
け
る
こ
と
で

今
企
画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

答
【
ふ
る
さ
と
納
税
】

合
併
10
年
に
向
け
、制
度
の
考
え
方
は

問

ま
ず
は
精
神
的
な
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

答
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

公
助
と
い
う
形
で
進
め
て
い
く
の
か

問

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
に
伴
い
、防
災
意
識

を
行
き
渡
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い

答
災
害
時
の
自
助
・
共
助
・
公
助
を

ど
の
程
度
啓
発
し
て
い
く
の
か

問

③介護保険施設の
　　　待機者の状況は

①本町における防災全般を問う
②ふるさと納税の状況はどうか

齋藤　宏司　議員
齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
の
陸

前
高
田
市
を
視
察
し
た
が
、

感
じ
た
こ
と
は
、
緊
急
の

場
合
、
自
分
の
こ
と
す
ら

で
き
な
い
状
況
の
中
で
、

共
助
な
ど
、
ど
こ
ま
で
で

き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
自
助
・
共
助
・

公
助
を
ど
の
程
度
啓
発
し

て
い
く
の
か
。

て
い
く
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
共
助
と
い
う

こ
と
で
は
、
自
治
会
で
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
自
主
防
災
組
織
」
の
設

立
を
、
国
は
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
、
自
治
会
や
福
祉
活

動
を
さ
れ
る
方
々
と
十
分

に
連
携
し
、
組
織
化
に
向

け
て
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
ま
ず
は
モ
デ

ル
地
区
を
つ
く
り
、
そ
の

活
動
を
全
町
に
普
及
さ
せ

る
と
い
う
取
り
組
み
の
中

で
、
組
織
率
を
高
め
て
防

災
意
識
を
行
き
渡
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
備
蓄
に
つ
い

て
、
発
電
機
や
灯
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
、
１
カ
所
で
は

な
く
、
定
期
的
な
点
検
も

必
要
だ
と
思
う
の
で
、
各

地
域
に
自
治
会
を
中
心
に

配
置
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

避
難
所
の
設
定
の
仕
方
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
災
害
備
品
を

複
数
個
所
に
備
え
て
お
く

こ
と
は
必
要
で
あ
る
の
で
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

合
わ
せ
、
地
域
に
お
け
る

備
蓄
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
避
難
所

に
つ
い
て
、
各
地
域
に
あ

る
公
民
館
を
一
時
集
合
場

所
と
し
て
、
そ
の
後
、
市

街
地
に
あ
る
公
共
施
設
を

避
難
所
と
し
て
指
定
し
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
耐
震

性
が
十
分
で
な
い
施
設
が

出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
防
災
計
画
の
見
直

し
も
含
め
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防災訓練（東藻琴）のようす：お子さんから大人まで、
防災意識を育むために実施されています

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
合
併
10
年
に

向
け
、
町
も
特
典
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
考
え
方
等
、
お
聞

き
し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
ま
で
町
と

し
て
、
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
対
し
特
典
を
設

け
て
い
な
か
っ
た
が
、
若

手
職
員
の
課
題
研
修
と
し

て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
の
意
見
を
ベ
ー
ス

に
、
平
成
27
年
度
か
ら
特

典
を
設
け
る
こ
と
で
今
企

画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

で
あ
る
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
町
の
知
名
度

は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
な
ど
で
も
う
少
し
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

Ｒ
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
、

制
度
が
新
し
い
形
に
な
り

ま
し
た
ら
、
財
源
の
確
保
、

さ
ら
に
は
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
を
進

め
て
い
き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
内
２
つ
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
り
、
入
居
を
希
望
し
待

機
さ
れ
て
い
る
方
が
、
12

月
１
日
現
在
で
84
名
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
を

希
望
し
待
機
さ
れ
て
い
る

方
は
町
内
で
１
名
、
現
在

４
名
の
方
が
入
居
に
つ
い

て
面
談
中
と
聞
い
て
い
る
。

施
設
整
備
と
し
て
は
、
認

知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
９
床
が
増
床
さ
れ
た
。

今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
軽
度
の
要
介
護
の
方

に
つ
い
て
は
在
宅
介
護
が

基
本
に
な
る
と
思
う
が
、

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

あ
る
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
今
は
少
子
化

で
核
家
族
化
が
進
ん
で
、

お
互
い
の
夫
婦
が
、
高
齢

者
が
高
齢
者
を
看
る
と
い

う
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
公

助
と
い
う
形
で
進
め
て
い

く
の
か
。

く
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
、
施

設
入
所
等
、
悩
ま
れ
て
い

る
方
々
の
相
談
に
乗
り
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
解

決
策
が
あ
る
の
か
、
対
応

が
可
能
な
の
か
、
一
緒
に

考
え
て
い
く
、
そ
う
い
う

姿
勢
が
行
政
側
に
は
必
要

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
本
町
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け

る
現
在
の
待
機
者
数
と
、

待
機
者
の
解
消
の
た
め
の

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

【町内の高齢者福祉施設】
※町発行の「平成26年度　せいかつ・あんしんガイドブック」より

●特別養護老人ホーム
　おおむね65歳以上の方で、身体、精神上著しい障がいがあるため常時介護を必要（い
わゆる寝たきり状態またはそれに準ずる）とし、在宅で適切な介護を受けることが困
難な方で、要介護１以上の方が入所できる施設。費用は、入所者の介護度により異な
る。

施　設　名 住　　所 電　　話 定　　員
女満別ドリーム苑 女満別西４条５丁目４番10号 ７４－２５５５ ６０名
東藻琴福寿苑 東藻琴３８７番地の８ ６６－３３１４ ３０名

●生活支援ハウス
　原則として、町内に住所を有する６０歳以上の独立して生活をするのに不安のある
高齢者で、①一人暮らしの方、②夫婦のみの世帯の方、③家族による援助を受けるこ
とが困難な方が対象の施設。
施　設　名 住　　所 電　　話 定　　員

女満別生活支援
ハウス 女満別西４条５丁目4番10号 ７４－５７５０

単身用
（12） 12名

２人用
（5） 10名

東藻琴生活支援
ハウス 東藻琴３８３番地の２９ ６６－３３０７

単身用
（10） 10名

２人用
（2） 4名

●認知症高齢者グループホーム
　９人ほどの少人数でできるだけ家庭に近い環境で共同生活を送り、おおむね６５歳
以上の中程度の認知症高齢者であり、①介護保険被保険者であり要介護状態の方、②
家庭環境などにより家庭での介護が困難な方、③おおむね身体の自立ができており、
共同生活を送ることに支障のない方、が対象の施設。

件　　数 総　　額
平成２０年度 ４９件 10,093,000円
平成２１年度 ２３件 5,703,000円
平成２２年度 ３７件 6,476,000円
平成２３年度 ２９件 11,120,000円
平成２４年度 ２５件 12,343,760円
平成２５年度 ２６件 8,176,013円

な
の
で
は
な
い
か
。
施
設

の
整
備
、
在
宅
で
の
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

質
の
向
上
、
量
の
確
保
と

い
う
の
も
あ
る
が
、
精
神

的
な
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、

介
護
保
険
等
事
業
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

☆
ふ
る
さ
と
納
税
実
績
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国への要望意見書を
全会一致で採択

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
し
て
６
件
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る

　
　
要
望
意
見
書

　
国
の
責
務
と
し
て
、
「
国
は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
健
全
に

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
保
財
政
へ
の
国
庫
負
担
金
の
割
合
を
引
き
下
げ
て
い

る
現
状
に
鑑
み
、
国
が
負
う
べ
き
国
庫
負
担
を
引
き
上
げ
る
よ
う
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
　
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
所
得
税
法
第
56
条
と
い
う
の
が
、
家
族
従
事
者
の
賃
金
を
必
要
経
費

と
し
て
認
め
な
い
、
と
い
う
も
の
で
、
事
業
主
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

る
自
家
労
賃
は
、
配
偶
者
が
86
万
円
、
家
族
で
50
万
円
だ
け
で
あ
り
、

こ
の
わ
ず
か
な
控
除
額
が
家
族
従
事
者
の
所
得
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
か
ら
、
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
北
海
道
に
お
け
る
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
定
期
予
防
接
種
化
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
全
国
で
は
原
則
公
費
に
よ
り
無

料
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
は
、
「
当
該
疾
病
の
発
生
状
況
等

を
勘
案
し
て
知
事
が
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
地

域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
唯
一
定
期
接
種
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
北
海
道
の
全
市
町
村
に
お
い
て
格
差
な
く
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
予
防
接
種
化
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
求
め
る

　
　
要
望
意
見
書

　
要
支
援
者
・
要
介
護
者
の
す
べ
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
ま
で
ど

お
り
保
険
で
継
続
す
る
こ
と
、
介
護
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
国
の
責
任
で
介
護
職
員
の
確
保
・
処
遇
改
善
の
た
め
の
施
策
を

講
じ
る
こ
と
、
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑
え
、
国
は
自
治
体
に
対
し
、

必
要
な
財
源
を
援
助
す
る
こ
と
、
以
上
３
点
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
安
全・安
心
の
医
療・介
護
の
実
現
、医
療・介
護
従
事
者
の

　
　
大
幅
増
員
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　
平
成
26
年
に
成
立
し
た
「
医
療
介
護
総
合
法
」
は
、
国
の
公
的
責
任

を
自
治
体
と
住
民
に
転
嫁
す
る
も
の
と
し
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
病
床

・
病
院
を
削
減
し
、
病
院
か
ら
地
域
に
追
い
出
さ
れ
た
患
者
の
受
け
皿

は
、
自
治
体
と
住
民
の
自
助
・
共
助
で
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
医
療
と

介
護
の
崩
壊
を
く
い
止
め
る
た
め
、
介
護
職
員
等
の
大
幅
な
増
員
や
診

療
報
酬
の
改
善
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
平
成
27
年
度
畜
産
物
価
格
決
定
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
妥
協
あ
り
き
の
拙
速
な
合
意
は
断
じ
て
行
わ

な
ず
、
国
会
決
議
を
遵
守
で
き
な
い
場
合
は
速
や
か
に
撤
退
す
る
こ
と
、

平
成
27
年
度
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
に
つ
い
て
、
電
力
料
金

の
値
上
げ
な
ど
生
乳
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
十
分
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、
再
生
産
の
確
保
と
適
正
な
家
族
労
働
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
現
行

単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
な
ど
計
５
点
に
つ
い
て
、
畜
産
物
価
格
等

の
決
定
及
び
適
切
な
酪
農
・
畜
産
政
策
の
推
進
と
予
算
確
保
に
尽
力
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

①小中一貫校の創設の考えは
②教育のＩＴ化に向けた環境整備は進んでいるか

田中　裕之　議員

本
町
に
合
っ
た
義
務
教
育
の
形
と
い

う
も
の
を
考
え
て
い
く

答
今
後
町
と
し
て
、
小
中
一
貫
校
の

創
設
の
考
え
は
あ
る
の
か

問

国
で
目
標
と
し
て
い
る
数
字
に
近
い

整
備
を
進
め
て
き
て
い
る

答
町
の
小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
は
進
ん
で
い
る
の
か

問

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
教
職
員
組
織

を
一
体
化
さ
せ
る
小
中
一

貫
教
育
学
校
、
学
校
ご
と

に
組
織
を
分
け
る
小
中
一

貫
型
小
学
校
中
学
校
、
い

ず
れ
も
仮
称
だ
が
２
種
類

を
創
設
す
る
と
い
う
素
案

が
発
表
さ
れ
た
。
町
で
も

人
口
減
が
見
込
ま
れ
て
い

る
が
、
学
校
の
統
廃
合
の

心
配
が
出
て
き
た
と
き
、

小
中
一
貫
校
の
考
え
は
あ

る
の
か
ど
う
か
。

る
の
か
ど
う
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
今
後
大
空
町

の
子
ど
も
た
ち
の
数
も
減

少
し
て
い
く
と
推
測
し
て

い
る
が
、
小
学
校
及
び
中

学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は

近
年
改
築
し
、
引
き
続
き

改
修
を
予
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
小

中
一
貫
教
育
を
進
め
る
と

し
た
場
合
で
も
、
当
面
は

そ
れ
ぞ
れ
の
校
舎
機
能
を

十
分
活
用
し
た
上
で
、
本

町
に
合
っ
た
義
務
教
育
の

形
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
と
し

て
現
行
の
小
中
連
携
教
育

の
充
実
と
い
う
も
の
を
土

台
と
し
な
が
ら
、
全
国
の

実
践
事
例
を
研
究
・
検
証

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
義
務
教
育

を
推
進
し
て
い
く
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

中高生意見交換会「未来のわたしたちへ」のようす：
子どもたちが考える大空町の未来とは。貴重な意見
が出されました。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省

は
「
教
育
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向

け
た
環
境
整
備
４
カ
年
計

画
」
を
公
表
し
た
が
、
こ

の
中
身
と
、
町
の
教
育
の

Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整

備
は
ど
の
く
ら
い
進
ん
で

い
る
の
か
、
お
聞
き
し
た

い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
計
画
の
中
身

は
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
１
台
当
た
り
児
童
３
・

６
人
、
電
子
黒
板
等
の
整

備
、
ま
た
Ｉ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
な
ど
に
つ
い
て
も
財

政
措
置
を
講
じ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
町
の
環
境

整
備
の
状
況
で
あ
る
が
、

小
・
中
学
校
全
て
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
が
あ
り
、
児

童
用
パ
ソ
コ
ン
が
女
満
別

小
が
39
台
、
東
藻
琴
小
が

29
台
、
女
満
別
中
が
36
台
、

東
藻
琴
中
が
29
台
整
備
し

て
い
る
。
国
で
決
定
し
た

第
２
期
教
育
振
興
基
本
計

画
で
目
標
と
し
た
数
字
に

近
い
整
備
を
進
め
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｉ

Ｔ
の
活
用
は
、
授
業
に
対

す
る
興
味
や
関
心
を
高
め

た
り
、
子
ど
も
が
考
え
た

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
表

現
す
る
上
で
も
大
変
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
と
も
計
画
的
に
導
入

を
図
っ
て
い
き
た
い

を
図
っ
て
い
き
た
い

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
の
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
町
内
の
小
・

中
学
校
で
は
ま
だ
導
入
は

し
て
い
な
い
。
全
国
的
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を

使
っ
た
授
業
へ
の
活
用
事

例
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
と
認

識
は
し
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
幅
広
い
教
育
の
場

面
で
活
用
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
計
画
的
な

導
入
を
考
え
て
い
く
と
同

時
に
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｔ
研

修
の
充
実
も
含
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択

採
択
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　
総
務
厚
生
、
産
業
建
設
文
教
、
議
会
広
報
の
３
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
も

委
員
会
が
所
管
す
る
項
目
な
ど
の
調
査
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

OZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

　
第
10
回
〔
Ｈ
26
・
11
・
14
開
催
〕

■
定
住
促
進
事
業
（
東
藻
琴
地
区
）

・（
仮
称
）
東
藻
琴
総
合
支
所
南
側
定
住
団
地
（
平
成
26
年
）

に
つ
い
て
、
候
補
地
と
し
た
経
緯
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

の
説
明

・
Ｈ
26　
実
施
設
計
（
用
地
測
量
、
区
画
整
理
）

■
平
成
26
年
度
人
事
院
勧
告
の
取
扱
い

・
民
間
給
与
と
の
格
差
等
に
基
づ
く
給
与
改
定

■
大
空
町
10
年
記
念
デ
ザ
イ
ン
等

・
平
成
27
年
度
に
大
空
町
誕
生
10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を 

募
集

■
財
産
の
無
償
貸
付

・
女
満
別
中
央
病
院
敷
地
の
土
地
の
無
償
貸
付
け
（
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
37
年
３
月
31
日
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
（
案
）

・
特
典
と
し
て
、
金
額
に
応
じ
町
特
産
品
を
選
択
方
式
で
贈

呈
、
ま
た
、
合
併
10
年
記
念
特
典
を
検
討

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
第
15
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
２
開
催
〕

■
指
定
管
理
者
（
女
満
別
伝
承
館
）
の
指
定

■
教
育
委
員
会
制
度
改
革

・
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制
の
明
確
化
、
教
育
長
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
会
議
の
透
明
化　
な
ど

■
指
定
管
理
者
（
地
域
振
興
会
館
）
の
指
定

■
給
水
条
例
の
一
部
改
正

・
女
満
別
地
区
に
設
定
し
て
い
る
用
途
区
分
を
廃
止
し
、
水

道
料
金
の
現
行
に
対
し
て
６
・
25
％
の
引
き
上
げ

　
　
以
上
の
ほ
か
、
全
６
項
目
を
審
議

　
第
16
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
５
開
催
〕

■ 

女
満
別
空
港
ビ
ル
テ
ナ
ン
ト
（
大
空
町
枠
）
撤
退

に
伴
う
補
正
予
算

・
女
満
別
空
港
ビ
ル
テ
ナ
ン
ト
の
う
ち
、
地
元
枠
の
テ
ナ
ン

ト
が
11
月
で
撤
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
の
対
応
を
協
議

　
第
17
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
16
開
催
〕

■ 

女
満
別
空
港
ビ
ル
テ
ナ
ン
ト
（
大
空
町
枠
）
撤
退

に
伴
う
補
正
予
算

・
前
委
員
会
の
指
摘
事
項
に
対
し
検
討
し
た
結
果
の
報
告

■
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
の
公
表

・
町
民
向
け
の
詳
細
な
公
表
資
料
の
説
明

■
要
望
意
見
書
の
取
扱
い

・「
平
成
27
年
度
畜
産
物
価
格
決
定
に
関
す
る
要
望
意
見
書
」

を
審
議
、
１
件
を
採
択
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
第
13
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
10
開
催
〕

・
議
会
だ
よ
り
第
35
号
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
内
容
の
検

討
　
第
14
回
〔
Ｈ
27
・
１
・
14
開
催
〕・
第
15
回
〔
Ｈ
27
・
１
・

26
開
催
〕・
第
16
回
〔
Ｈ
27
・
２・
４
開
催
〕

　
第
12
回
総
務
厚
生
・
第
15
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

〔
Ｈ
26
・
12
・
２
開
催
〕

■ 

平
成
26
年
度
指
定
管
理
者
制
度
に
係
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
評
価

・
指
定
管
理
者
導
入
施
設
の
管
理
運
営
状
況
に
対
す
る
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
た
め
評
価
を
実
施

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

・
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
等
の
需
給
量
の
見
込
み
、

提
供
体
制
の
確
保
策
を
定
め
る
も
の

　
第
15
回
総
務
厚
生
・
第
18
回
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

〔
Ｈ
26
・
12
・
19
開
催
〕

■
総
合
計
画
実
施
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
結
果

・
平
成
26
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ
集
計
結
果
（
歳
出
：
臨
時
福
祉

給
付
金
等
の
増
、
歳
入
：
地
方
交
付
税
等
の
増
） 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

合
同
常
任
委
員
会（
２
常
任
委
員
会
合
同
で
の
調
査
）

■
第
２
次
大
空
町
総
合
計
画
作
成
の
進
捗
状
況

・
総
合
計
画
に
係
る
意
識
調
査
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
「
ま
ち
づ
く
り
白
書
」
と
し
て
の
ま
と
め
、
掲
載

■
地
域
振
興
施
設
整
備
に
係
る
進
捗
状
況

・
基
本
設
計
３
案
の
説
明

　
　
以
上
の
ほ
か
、
全
９
項
目
を
審
議

　
第
11
回
〔
Ｈ
26
・
11
・
27
開
催
〕

■
東
陽
団
地
火
災
の
経
過

・
復
旧
工
事
の
費
用
を
１
０
２
４
万
円
で
補
正

　
第
12
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
２
開
催
〕

■
指
定
管
理
者
（
東
藻
琴
診
療
所
）
の
指
定

■
所
管
事
務
調
査
報
告
書
の
ま
と
め

　
第
13
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
４
開
催
〕

■
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
事
業

・
平
成
27
年
２
月
１
日
か
ら
試
験
運
行
開
始

■
冬
期
生
活
支
援
事
業

・
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
冬
期
に
お
け
る
採
暖
費
用
の
支

援
を
行
う
。
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
相
当
の
大
空
町
商
工
会

が
発
行
す
る
商
品
券
を
支
給

　
　
以
上
の
ほ
か
、
全
５
項
目
を
審
議

　
第
14
回
〔
Ｈ
26
・
12
・
16
開
催
〕 

■ 

東
藻
琴
山
園
地
区　
無
人
雨
量
観
測
所
跡
地
の
追

加
調
査
結
果

・
初
期
調
査
以
降
の
調
査
と
そ
の
結
果

■
要
望
意
見
書
の
取
扱
い

・「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る

要
望
意
見
書
」
ほ
か
計
６
件
を
審
議
、
５
件
を
採
択
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
第
13
回
〔
Ｈ
26
・
11
・
14
開
催
〕

■
農
業
農
村
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

・
22
地
区
の
活
動
組
織
、
営
農
集
団
、
自
治
会
へ
の
説
明
会

を
実
施
、
地
域
活
動
組
織
へ
の
加
入
同
意
の
確
認

■
平
成
26
年
度
除
雪
計
画

・
除
雪
路
線
数
４
２
７
路
線

・
人
員
〜
女
満
別
地
区
21
名
、
東
藻
琴
地
区
19
名

■
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

・
小
学
校
２
校
75
名
、
中
学
校
２
校
59
名
が
参
加

　
　
以
上
の
ほ
か
、
全
５
項
目
を
審
議

　
第
14
回
〔
Ｈ
26
・
11
・
20
開
催
〕

■ 

農
業
研
修
生
受
け
入
れ
施
設
（
仮
称
）
の
整
備
事

業
・
酪
農
が
盛
ん
な
山
園
地
区
に
お
い
て
建
設
、
今
年
度
中
に

実
施
設
計
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
本
体
工
事
に
着
手 

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会私たちの冬の生活路を確保してくれる、町の除雪隊
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い

総務厚生・産業建設文教 両常任委員会、議会運営委員会で「行政視察調　　査」を実施しました

いい

総務厚生・産業建設文教 両常任委員会、議会運営委員会で「行政視察調　　査」を実施しました

まちづくりに活かす！ ～先進地の
　工夫を学ぶ～

田方福祉村にある授産施設「もくせい苑」を視察、個々の能力に応じ、
多品目の作成にあたれるよう、工夫されていた

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

各委員会の所管事項に関する先進事例等を調査し、本町での
取組みへとつなげていくため、道外及び道内視察調査を実施
しました。それぞれ視察報告の概要をお知らせします。
●総務厚生常任委員会：平成26年11月17日～ 20日
●産業建設文教常任委員会：平成26年10月14日～ 16日
●議 会 運 営 委 員 会：平成26年10月27日～ 30日

　
埼
玉
県
越
谷
市
で
は
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
、
空
き
店
舗
等
を
活

用
し
た
高
齢
者
の
居
場
所
の

設
置
と
し
て
、
３
箇
所
設
置

す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一

つ
、
「
ふ
ら
っ
と
」
が
も
う

で
は
、
左
記
に
あ
る
地
域
支

え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ほ

か
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
や
物
販
の
販
売
な
ど
が
さ

れ
て
い
る
。
商
店
街
に
来
る

人
は
ふ
え
て
い
る
が
、
商
店

街
の
活
性
化
に
い
か
に
活
か

す
か
が
課
題
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

視
察
先
：
埼
玉
県
越
谷
市
（
こ
し
が
や
し
）

研
修
項
目
①

「
越
谷
地
域
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

視
察
先
：
埼
玉
県
吉
見
町
（
よ
し
み
ま
ち
）

研
修
項
目
②

「
子
育
て
世
代
定
住
化
促
進
奨
励
金
」

視
察
先
：
神
奈
川
県
小
田
原
市
（
お
だ
わ
ら
し
）

研
修
項
目
③

「
自
主
防
災
組
織
の
取
組
み
」

視
察
先
：
静
岡
県
伊
豆
の
国
市（
い
ず
の
く
に
し
）

研
修
項
目
④

「
福
祉
村
構
想
（
田
方
福
祉
村
視
察
）」

【越
こし
谷
がや
市　地域支え合いサービス事業　概要】

「ふらっと」がもう

　地域の方々の協力により、高齢の方や育児中の方
々などが安心して生活できるよう、暮らしの中の「ち
ょっとした困りごと」のお手伝いをするもの。

＜内　　容＞
・ 草むしりや日用品の買い物、住居の清掃など、専
門の知識がいらない作業

・１回の活動は１時間以内

＜利用方法＞
①「ふらっと」がもうに電話⇒②会員登録⇒③利用
券（１枚５００円）を購入⇒④お手伝いを依頼⇒⑤
約束の日に、サポートスタッフが伺い活動スタート

【小
お
田
だ
原
わら
市　自主防災組織の取組み　概要】

　小田原市では現在、254の単位自治会があり、全
自治会で自主防災組織が結成され、それぞれの組織
で規約や防災計画を作成している。

＜編　　成＞

＜市の自主防災組織への支援及び指導＞
・自主防災組織育成事業補助金
　①防災資機材購入事業　　②防災訓練事業
・市総合防災訓練・単位自治会訓練・
　防災リーダーの育成支援

【吉
よし
見
み
町　子育て世代定住化促進奨励金　概要】

　町内に住居を購入・建築する子育て世代に最大50万円の奨
励金を交付。さらに、太陽光発電システム設置補助（上限５万
円）及び合併処理浄化槽設置補助（15万円）を加算して助成
を受けることもできる。

＜奨励金の内容＞
・新築住宅取得支援
　　家屋取得価格の５％（上限５０万円）
　　※ 奨励金のうち44万３千円を超える部分は地域通貨での

交付
・中古住宅取得支援
　　一律25万円
　　※奨励金のうち１万５千円は地域通貨での交付
・記念品
　 　奨励金の交付を受けた方へ町の特産品等を記念品として贈
呈

　　※米やイチゴ、施設利用券など

＜対象世帯＞
・中学生以下の子どもを扶養する世帯
・出産予定のある方がいる世帯
・夫婦のいずれか一方が４０歳未満の世帯

　地域の方々の協力により、高齢の方や育児中の方
々などが安心して生活できるよう、暮らしの中の「ち
ょっとした困りごと」のお手伝いをするもの。

　小田原市では現在、254の単位自治会があり、全
自治会で自主防災組織が結成され、それぞれの組織
で規約や防災計画を作成している。

　町内に住居を購入・建築する子育て世代に最大50万円の奨
励金を交付。さらに、太陽光発電システム設置補助（上限５万
円）及び合併処理浄化槽設置補助（15万円）を加算して助成
を受けることもできる。

　
埼
玉
県
吉
見
町
で
は
、
人

口
減
の
状
況
を
打
破
す
る
た

め
、
定
住
化
促
進
戦
略
の
策

定
を
目
的
と
し
た
「
吉
見
町

住
み
た
い
ま
ち
創
造
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
農
・

商
・
工
・
学
・
子
育
て
世
代

と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
の
代

表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
委

員
会
で
の
作
業
は
、
コ
ン
セ

プ
ト
や
方
向
性
を
示
す
も
の

で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
業

を
検
討
す
る
こ
と
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
化

を
検
討
す
る
職
員
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
合
わ
せ
て
設

置
さ
れ
、
委
員
会
と
並
行
し

て
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

事
業
構
築
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
26
年
度
で
は
、

委
員
会
の
中
間
報
告
書
か
ら
、

左
記
の
事
業
が
予
算
化
さ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
当

町
で
も
参
考
に
し
た
い
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
は
、

昭
和
55
年
に
は
全
2
5
4
自

治
会
に
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
組
織

は
自
治
会
長
が
防
災
本
部
長

と
な
る
が
、
防
災
本
部
長
を

補
佐
し
、
防
災
に
関
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
が
必
要

と
考
え
ら
れ
、
平
成
５
年
か

ら
配
置
を
推
進
し
、
平
成
８

年
に
は
、
全
組
織
に
配
置
が

完
了
さ
れ
た
。
市
で
は
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
、
防
災

資
機
材
の
購
入
助
成
を
す
る

な
ど
し
て
支
援
を
さ
れ
て
い

る
。

　
大
き
な
市
で
も
自
治
会
加

入
率
が
減
少
し
て
い
る
と
い

う
同
様
の
問
題
が
あ
る
が
、

当
町
で
も
自
治
会
の
自
主
防

災
組
織
化
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
で
は
、

「
田
方
福
祉
村
」
構
想
は
、

合
併
前
旧
３
町
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
と
、
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
に
始
ま
り
、

そ
の
後
も
、
重
度
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
精

神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
の

建
設
へ
と
拡
張
さ
れ
、
現
在

７
つ
の
施
設
が
３
つ
の
民
間

法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
今
回
視
察
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
、
春
風
会
で
は
、
特

養
で
待
機
者
が
2
0
0
人
程

度
で
あ
る
と
か
、
介
護
職
等

の
人
材
確
保
な
ど
、
当
町
と

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
た

が
、
そ
の
中
で
も
人
材
確
保

で
は
、
学
校
に
出
向
い
て
企

業
の
よ
う
な
ブ
ー
ス
を
開
い

て
説
明
会
を
し
た
り
、
介
護

フ
ェ
ア
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
と
、

積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

当
町
で
も
参
考
と
す
べ
き
点

が
多
か
っ
た
。

防災本部長（自治会長）

副本部長　防災リーダー
広報情報班　消火班　他

救 出 救 護 班　 他

給 食 給 水 班　 他
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平
成
26
年
４
月
か
ら
、
空

知
管
内
初
の
併
設
校
と
し
て

開
校
。
校
舎
の
老
朽
化
、
耐

震
化
、
将
来
、
児
童
生
徒
の

減
少
見
込
み
な
ど
を
背
景
に
、

小
・
中
併
設
校
を
整
備
し
、

小
・
中
学
校
が
独
自
の
教
育

を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
交
流
・
連
携
を
深
め
る
こ

と
と
し
た
「
雨
竜
町
小
・
中

学
校
再
編
計
画
」
に
よ
り
、

体
育
館
の
新
築
・
校
舎
増
築

等
工
事
を
完
了
。
主
に
１
階

を
小
学
校
、
２
階
が
中
学
校
、

音
楽
室
等
の
特
別
教
室
は
共

用
に
し
、
職
員
室
、
保
健
室

は
別
々
に
し
た
。
そ
し
て
、

ド
ア
の
色
、
小
学
校
用
が
オ

レ
ン
ジ
、
中
学
校
用
は
緑
、

共
用
は
青
に
し
て
い
る
。
課

　
中
川
町
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
が
有
名
で
人
口
が

1
7
0
0
人
。
総
合
計
画
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
18
年
度

よ
り
第
一
期
中
川
町
食
育
推

進
計
画
を
策
定
し
、
計
画
に

基
づ
き
栄
養
士
が
中
心
と
な

り
実
践
。
全
町
民
に
「
食
」

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
世

代
ご
と
に
食
育
の
目
標
を
決

め
て
、
乳
幼
児
か
ら
老
年
期

ま
で
、
体
の
状
態
に
合
わ
せ

た
食
生
活
が
で
き
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
「
健
康
で
豊
か
な

生
活
」
の
実
現
を
目
指
し
、

　
苫
前
町
新
日
本
海
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
成
12
年

５
月
に
オ
ー
プ
ン
。
「
憩
い
、

に
ぎ
わ
い
、
遊
ぶ
」
を
基
本

テ
ー
マ
に
、
温
泉
、
宿
泊
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
民
間
経
営

に
よ
る
複
合
施
設
。（
建
設

工
事
費
23
億
円
）
平
成
25
年

度
の
収
入
は
約
１
億
6
5
0

0
万
円
、
支
出
が
約
２
億
3

0
0
万
円
、
指
定
管
理
料
が

約
3
8
0
0
万
円
で
、
約
4

0
0
万
円
の
赤
字
で
あ
る
が
、

想
定
内
の
赤
字
と
し
て
い
て
、

現
在
は
第
二
期
の
計
画
の
中

で
、
全
町
民
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
評
価
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
団
体

よ
り
食
育
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に

も
対
応
し
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
、
学
校
給
食
を
実
施

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
保
護

者
等
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
声
が

あ
る
が
、
お
母
さ
ん
が
作
る

お
弁
当
の
大
切
さ
を
町
と
し

て
推
奨
し
て
い
る
関
係
も
あ

り
、
納
得
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
こ

と
と
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

費
の
増
で
あ
る
。
た
だ
、
経

営
的
に
は
良
好
と
な
っ
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改

修
と
備
品
の
入
れ
替
え
が
あ

る
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

試
験
的
な
農
漁
産
物
の
直
売

所
を
設
置
し
販
売
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
拡
大
や
運

営
方
法
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。

視
察
先
：
上
川
管
内
中
川
町（
な
か
が
わ
ち
ょ
う
）

研
修
項
目
①

「
食
育
推
進
計
画
」

視
察
先
：
岩
手
県
陸
前
高
田
市（
り
く
ぜ
ん
た
か
だ
し
）

研
修
項
目
①

「
議
員
と
し
て
の
災
害
時
の
心
構
え
」

視
察
先
：
留
萌
管
内
苫
前
町（
と
ま
ま
え
ち
ょ
う
）

研
修
項
目
③

「
道
の
駅「
風
Ｗ（
ふ
わ
っ
と
）と
ま
ま
え
」の
運
営
状
況
」

研
修
項
目
②

「
認
定
こ
ど
も
園
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
」

研
修
項
目
⑥

「
小
学
校
・
中
学
校
併
設
校
」

研
修
項
目
⑦

「
道
の
駅
の
運
営
状
況
」

研
修
項
目
④

「
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
状
況
」

視
察
先
：
空
知
管
内
雨
竜
町（
う
り
ゅ
う
ち
ょ
う
）

研
修
項
目
⑤

「
雨
竜
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
人
口
減
に
よ
り
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
大
幅
な
定
員
割

れ
が
続
き
、
施
設
一
元
化
に

よ
る
行
財
政
の
効
率
化
の
検

討
が
進
む
。
保
護
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
平
成
19
年

４
月
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
と
し
て
開
設
。
運
営

状
況
に
つ
い
て
は
、
短
時
間

　
平
成
21
年
10
月
、
大

豆
乾
燥
貯
蔵
施
設
と
し

て
新
築
。
平
成
22
年
に

3
3
0
0
万
円
の
改
修

工
事
に
て
雪
を
利
用
し

た
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
施
設
と
し
た
。（
熱

交
換
方
式
）
課
題
と
し

て
は
、
大
豆
の
面
積
は

着
実
に
ふ
え
て
い
る
が
、

大
豆
の
品
種
の
選
定
と

収
量
が
少
な
い
。

利
用
児
、
長
時
間
利
用
児
と

い
う
形
で
、
完
全
給
食
に
し

て
い
る
が
、
働
く
お
母
さ
ん

が
多
く
、
保
育
士
の
確
保
が

難
し
い
。
１
学
年
が
10
人
程

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
同

士
の
つ
な
が
り
も
で
き
、
安

心
し
て
小
学
校
へ
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

将来の生徒減を見込み、１階が小学校、
２階が中学校として併設校が開校された

災害時に議員はどのように行動すべきか、ま
た震災時の状況など、貴重な話をお聞きした

雨竜町では、小・中学校の基礎学力向上対策として、塾
を指定管理者として、ジュニアスクールを開講している

雪氷熱エネルギー活用施設を視察

【雪冷ハイブリット式定温装置の概要】
　電力方式の冷蔵に加え、雪エネルギーによる冷熱供給システムを併用した「ハイブリット方式」により、
Co2の削減に努めている。融解した冷水を穀物倉庫へ供給して冷房の熱源にすることにより、湿度に敏感
である大豆が影響を受けないシステムである。

苫前町提供資料より抜粋

　
平
成
26
年
４
月
に
「
雨
竜

町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
設
置

条
例
」
を
制
定
し
、
指
定
管

理
者
方
式
で
管
理
運
営
す
る
。

（
民
間
の
塾
を
選
定
す
る
。）

民
間
塾
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
家
庭
学
習
習
慣
を
身
に

つ
け
る
。
課
題
と
し
て
、
基

本
的
に
進
学
塾
と
は
違
う
の

で
、
受
講
生
の
公
平
性
が
と

れ
る
か
ど
う
か
。

【参　考】
●受講料金
・小学生（5・6年)　
　週１回  60分／回　月2,000円
・中学生
　週２回  70分／回　月5,000円

題
に
つ
い
て
、
授
業
の
１
単

位
時
間
（
小
学
校
が
45
分
、

中
学
校
が
50
分
）
が
違
う
た

め
、
チ
ャ
イ
ム
の
工
夫
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
行
事

の
調
整
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
協

力
な
ど
が
あ
る
。

（
１
）
雨
竜
町
道
の
駅
「
田

園
の
里
う
り
ゅ
う
」

・
全
体
的
に
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
て
い
た
。

・
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
整
理
さ

れ
て
い
た
。

（
２
）
秩
父
別
道
の
駅
「
鐘

の
な
る
ま
ち
ち
っ
ぷ
べ
つ
」

・
全
体
的
に
設
置
が
バ
ラ
バ

ラ
。

・
閑
散
期
で
も
あ
る
た
め
か

農
産
物
販
売
が
力
不
足
。

（
３
）
旭
川
市
道
の
駅
「
あ

さ
ひ
か
わ
」

・
全
体
的
に
品
数
が
豊
富
で

あ
る
。

　
陸
前
高
田
市
は
、
東
日
本

大
震
災
の
地
震
と
津
波
に
よ

り
、
市
庁
舎
を
含
め
、
市
の

中
心
部
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
被
災
世
帯
数
は
当

時
の
全
世
帯
の
8
0
6
9
世

帯
の
う
ち
、
全
壊
3
9
2
0

世
帯
、
半
壊
及
び
一
部
損
壊

4
1
0
7
世
帯
で
あ
り
、
行

政
の
中
心
で
あ
る
市
庁
舎
も

壊
滅
し
た
。
人
的
被
害
は
岩

手
県
内
で
最
も
多
く
、
死
者

1
5
5
0
人
、
行
方
不
明
者

2
0
3
人
で
あ
り
議
員
も
２

名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
当
時

議
会
で
は
、
新
年
度
予
算
案

を
審
議
中
で
あ
っ
た
が
、
震

災
の
発
生
に
よ
り
議
会
は
自

然
閉
会
と
な
り
、
新
年
度
予

算
が
審
議
未
了
に
よ
り
廃
案

と
な
っ
た
。
震
災
発
生
後
２

週
間
目
ぐ
ら
い
に
よ
う
や
く

正
副
議
長
や
議
会
運
営
委
員

が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
３

月
28
日
臨
時
議
会
を
開
催
し
、

新
年
度
予
算
を
議
決
し
た
。

陸
前
高
田
市
は
、
30
年
以
内

に
99
・
９
％
大
津
波
が
襲
う

と
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
防

潮
堤
も
整
備
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
市
役
所
が
な
く
な

る
よ
う
な
事
態
は
誰
も
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
震
災
直

後
は
電
気
や
道
路
網
が
寸
断

さ
れ
在
職
議
員
の
安
否
の
把

握
に
も
時
間
を
要
し
た
こ
と

か
ら
、
震
災
後
各
議
員
が
ど

の
よ
う
に
行
動
し
た
か
を

「
災
害
対
応
状
況
調
査
報
告

書
」
と
し
て
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
「
議
会
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
通

次
項
に
つ
づ
く
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【行政視察来町応対〔鹿児島県肝属郡町村議会議長会〕（11/13）】
　　本町の取組などを視察するため、鹿児島県肝属(きもつき)
郡町村議会議長会の皆さんが来町されました。視察内容は、
議会改革の取組状況についてであり、議会を代表して、議会
運営委員会正副委員長、議会広報常任委員会委員長及び正副
議長で応対し、相互の意見交換なども行われました。 

【東藻琴相撲場落成記念「オープンセレモニー」（11/23）】
　　町では大鵬杯相撲大会の開催など、相撲に対する関心が高まっている中、11月15日に「東藻琴相
撲場（大鵬道場）」がオープンしました。落成を記念した「オープンセレモニー」が開催され、各議
員が出席しました。

【赤い羽根共同募金第６回チャリティー歌謡（12/20）】
　　町文化団体協議会主催で、地域社会福祉事業に役立てるための事業として、東藻琴農村環境改善セ
ンターにおいて、赤い羽根共同募金チャリティー歌謡ショーが開催されました。町議会からは、齋藤
議員が出演し、楽しいチャリティー歌謡の一役を担われました。

【平成27年消防出初式（1/7、1/10）】
　　消防の仕事始めの行事である出初式が、女満別地区が１月７日（水）、東藻琴地区が１月10日（土）
に、それぞれ女満別ゲートボールセンター駐車場と東藻琴総合支所庁舎前において挙行されました。
　　一斉放水や分列行進が行われ、各議員が出席しました。

【平成27年成人式（1/11）】
　 　平成27年成人式が、町議事堂文化ホールにて挙行され
ました。新たに95名の方が大人の仲間入りをされました。

議 会 活 動 掲 示 板

女満別地区の消防出初式のようす 東藻琴地区の消防出初式のようす

信
訓
練
を
実
施
す
べ
く
準
備

を
す
す
め
て
た
。
訪
問
し
た

と
き
は
、
市
役
所
の
隣
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
と
消

防
庁
舎
の
建
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
災
害

公
営
住
宅
の
第
１
号
が
完
成

し
、
入
居
が
始
ま
っ
た
が
、

い
ま
だ
に
多
く
の
方
が
避
難

所
生
活
を
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
今
ま
で
の
防
潮
堤
の
２

倍
を
超
え
る
12
・
５
ｍ
の
防

潮
堤
を
整
備
し
、
被
災
し
た

市
街
地
は
、
津
波
の
浸
水
を

免
れ
る
た
め
地
面
か
ら
７
ｍ

か
ら
10
ｍ
嵩
上
げ
し
、
そ
の

上
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地

を
形
成
す
べ
く
「
希
望
の
架

け
橋
」
と
呼
ば
れ
る
土
砂
を

搬
送
す
る
巨
大
な
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
が
設
置
さ
れ
土
砂
の

堆
積
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

来
年
の
12
月
く
ら
い
か
ら
嵩

上
げ
地
に
建
物
を
建
て
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
と
の
話
で

あ
っ
た
。
早
い
復
興
を
祈
り

つ
つ
陸
前
高
田
市
を
後
に
し

た
。

視
察
先
：
埼
玉
県
戸
田
市（
と
だ
し
）

研
修
項
目
②

「
本
会
議
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
状
況
」

視
察
先
：
東
京
都
稲
城
市（
い
な
ぎ
し
）

研
修
項
目
③

「
常
任
委
員
会
の
特
定
所
管
事
務
調
査
」

タブレットの使用について、ペー
パレス化や資料の携帯性の向上な
どのメリットはある

　
戸
田
市
は
、
人
口
1
3
0

7
5
1
人
で
、
毎
年
人
口
が

ふ
え
て
お
り
、
平
均
年
齢
は

39
・
29
歳
と
、
埼
玉
県
内
で

一
番
若
い
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
本
会
議
や
各
常
任
委
員

会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
議
会
改

革
特
別
委
員
会
で
先
進
自
治

体
の
視
察
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
操
作
研
修
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
討
な
ど
を

行
い
、
昨
年
３
月
定
例
会
か

ら
次
の
条
件
付
き
で
本
会
議

や
委
員
会
な
ど
に
持
ち
込
み

を
認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
は
認
め
な
い

②
音
の
出
な
い
設
定
に
す
る

③
審
議
中
の
情
報
を
外
部
に

発
信
し
な
い
な
ど

　
26
名
の
議
員
中
15
名
が
利

用
届
出
書
を
提
出
し
定
例
会

で
は
10
名
前
後
の
議
員
が
利

用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
12
月

定
例
会
か
ら
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
議
案
書
、
予
算
書
、

決
算
書
な
ど
を
公
開
し
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
お
り
、

今
は
、
例
規
の
閲
覧
や
関
連

す
る
外
部
資
料
を
参
照
す
る

た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
紙
に
よ
る
議
案

書
に
加
え
、
情
報
通
信
機
器

に
よ
る
議
会
議
案
書
等
の
配

信
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
す

で
に
議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
て
い
る
議
会
が

全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
。
ペ

ー
パ
レ
ス
化
や
資
料
の
携
帯

性
の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
が
、
導
入
経
費
や
運

用
面
で
の
課
題
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
を

進
め
る
必
要
を
感
じ
た
。

　
姉
妹
都
市
の
稲
城
市
で
は
、

「
特
定
所
管
事
務
調
査
」
に

つ
い
て
研
修
し
た
。
特
定
所

管
事
務
調
査
は
、
各
常
任
委

員
会
が
所
管
す
る
事
務
の
な

か
か
ら
特
定
の
テ
ー
マ
を
選

定
し
、
自
主
的
に
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
委
員
会
で
協
議

し
て
自
主
調
査
事
項
を
決
定

し
、
そ
の
調
査
事
項
に
関
し

て
市
か
ら
現
状
等
の
説
明
を

受
け
た
後
、
先
進
地
の
視
察

や
関
係
者
と
の
懇
談
会
等
に

よ
り
調
査
を
進
め
、
最
終
的

に
調
査
報
告
書
・
委
員
会
決

議
・
議
員
提
出
議
案
に
ま
と

め
、
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

る
。
稲
城
市
は
、
17
・
97
㎢

と
狭
い
行
政
面
積
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
議
会
報
告
会
な

ど
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、

特
定
所
管
事
務
調
査
に
あ
た

っ
て
は
、
テ
ー
マ
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
中
に
入
っ
て
充
実
し
た

意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。

調
査
期
間
は
１
年
か
ら
２
年

で
、
年
に
24
回
も
開
催
す
る

委
員
会
が
あ
る
と
聞
き
、
常

任
委
員
会
が
活
性
化
し
、
政

策
立
案
・
政
策
提
言
の
能
力

が
強
化
さ
れ
る
も
の
と
感
じ

た
。

　
　
　
　
　
今
回
の
視
察
調

査
で
得
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
少
し
で
も
取
り
入
れ
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議

会
運
営
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

終
わ
り
に
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まちの福祉・産業充実に向け、
　　補正予算を議決

平成２６年12月定例会
町政を問う! 一般質問
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大 空 町 検 索

●現行水道料金の6.25％引き上げ な　　ど

委員会レポート
常任委員会行政視察報告

「町民の声」丹羽 早苗さ　　んより

４名の議員が登壇

平成27年（2015年）２月13日発行 35号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成26年12月 定例会

１月11日 スケートチャレンジ教室（女満別小学校）

特集

・認知症高齢者の失踪対策は
・まち・ひと・しごと創生法にどう対処するか
 ほか２件

・本町における防災全般を問う ほか２件

・小中一貫校の創設の考えは ほか１件

～町民が知らなければならないことを
　　　　　　　　知らせる「議会だより」を～

ちょう みん こえ
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　大空町が誕生してあと１年で10年を迎えようとしています。

　昨年、大空町を担う、町長及び議会議員選挙がありましたが、町民の選んだ議員は、この１年どの

ような議会活動をしていましたか。

　年４回の「議会だより」だけでは、タイムリーな活動はわかりませんが、選ばれた議員として、ど

のような活動をしているか、本町ではどのような課題があり、議会でどのような話し合いがされたの

か等、説明責任を果たしていただきたいと思います。

　私たち町民が知らなければならないことを知らせる「議会だより」であってほしいと願います。

町 民 の 声
丹羽　早苗 さん
（東藻琴千草）

有限
会社沢田燃料店
大空町女満別西1-3-1-22

TEL.0152‐７４‐２０７７

お客様第一主義

灯油・プロパン・ガス器具・石油ストーブ

議会の傍聴はお気軽に！

３月定例会は、

開かれる予定です。
３月5日(木)から

「議会報告会」と町民の皆様と語り合う
「意見交流会」を開催します！

≪東藻琴≫
　●日時　２月２１日（土）午後１時３０分～
　●場所　ふれあいセンターフロックス
≪女満別≫
　●日時　２月２２日（日）午後１時３０分～
　●場所　役場庁舎議事堂文化ホール

◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開かれます。ま
た、臨時町議会は、必要に応じて随時開かれますので、お気軽に傍聴に
おいでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。


